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W-BRIDGEの活動について

株式会社ブリヂストン 中央研究所兼環境推進本部フェロー
早稲田大学環境総合研究センター W-BRIDGE 副代表
平田 靖

１．ブリヂストンの環境経営活動

２．W-BRIDGE研究・活動概要
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１．ブリヂストンの環境経営活動
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•資本金 100万円

•従業員数 144人

（株）ブリヂストン本社（東京）

 社名 株式会社ブリヂストン
（英文社名 Bridgestone Corporation）

 本社所在地 東京都中央区京橋一丁目10番1号

 設立年月日 1931年（昭和6年） 3月1日

 創業者 石橋 正二郎 （いしばし しょうじろう）

 代表取締役CEO 津谷 正明 （つや まさあき）

代表取締役CEO 津谷正明

 業績データ

•単体売上高 9,712億円

•単体純利益 338億円

•単体従業員数 16,019人

創業時 （1931年）

現在 （2011年12月末）

•資本金 1,263億5,400万円

•連結売上高 3兆243億円

•連結純利益 1,029億円

•連結従業員数 143,124人

現在 （2011年12月末）

１ー1. ブリヂストンの概要
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タイヤ事業 （2011年度 連結売上構成比84%）

１－２．商品紹介

乗用車用タイヤ、トラック・バス用タイヤ、建設・鉱山車両用タイヤ、
産業車両用タイヤ、農業機械用タイヤ、航空機用タイヤ、
二輪自動車用タイヤ、リトレッド材料・関連技術 他

多角化事業 （2011年度 連結売上構成比16%）

コンベヤベルト

高機能フィルム

自動車用シートパッド
(ウレタン)

免震ゴム
スポーツ用品

SiC単結晶ウエ
ハ(ピュアベー

タ)

屋根材

自転車
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１－３．ブリヂストングループの世界の生産・開発拠点

日本
新品タイヤ工場 10カ所
タイヤ関連工場 10カ所
原材料工場 3カ所
多角化製品工場 37カ所
技術センター 2カ所
プルービンググラウンド 2カ所

米州
新品タイヤ工場 15カ所
タイヤ関連工場 10カ所
原材料工場 7カ所
多角化製品工場 24カ所
技術センター 1カ所
プルービンググラウンド 4カ所アジア・大洋州

新品タイヤ工場 11カ所
タイヤ関連工場 5カ所
原材料工場 7カ所
多角化製品工場 21カ所
技術センター 1カ所
プルービンググラウンド 3カ所

欧州
新品タイヤ工場 8カ所
タイヤ関連工場 3カ所
原材料工場 1カ所
多角化製品工場 2カ所
技術センター 1カ所
プルービンググラウンド 2カ所

中近東・アフリカ
新品タイヤ工場 3カ所
原材料工場 1カ所

生産拠点 （工場） ： 25カ国 178カ所
技術センタ－ ： 4カ国 5カ所
プルービンググラウンド ： 8カ国 11カ所
(2012年4月1日現在)※現在建設中の拠点は数字には含まれておりません。

ブリヂストンの特徴 ： 垂直統合
原材料から製品までを開発・生産
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１－４．創業者の事業観と企業理念

【創業者 石橋正二郎の言葉】

「私の事業観は、単に営利を主眼とす

る事業は必ず永続性なく滅亡するもの

であるが、社会、国家を益する

事業は永遠に繁栄すべきことを

確信するのであります。」

最高の品質で社会に貢献使命

心構え

誠実協調

熟慮断行

進取独創

現物現場

【企業理念】
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１－５． ブリヂストンの環境経営

基 盤

技術/ビジネスモデルのイノベーション

ブリヂストンの独自性

・川上から川下までの垂直統合(縦の広がり)

・グローバルな事業展開(横の広がり)

・技術力

環境経営のメリット

環境を組み入れた持続可能な（成長し続ける）企業経営＝環境経営

環境と事業の両立 本業で環境に取り組む

最高の品質で社会に貢献 CSRは企業理念を具現化するもの

①新たな共通価値の創造
・顧客価値と社会価値を併せて提供

（社会との協働）

②競争優位
・体質強化（オペレーションの効率化）
・他社との差別化（顧客の支持）
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１ー６．ブリヂストングループの環境宣言

「持続可能な」社会の実現に向けた取り組みを推進

「持続可能な」社会の構築に向けて、2011年

5月 環境宣言をリファイン

環境活動の方向性を明確化

■ 自然と共生する

■ 資源を大切に使う

■ CO2を減らす

9/21

１－７．ブリヂストングループの環境長期目標

長期目標からバックキャスティングして、
個々の中長期計画に落とし込み

「持続可能な」社会の実現に向けて、環境長期目標、中期目標を策定
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１－８．環境長期目標に向けた取り組み
＜事業活動と環境との関係＞

・CO2排出
・廃棄物・臭気・騒音・振
動等の発生

・大気、水域への排出
・工場建設時の土地改変

・CO2排出

・低燃費タイヤ等によ
るCO2削減

原材料調達

輸送・販売

使用リサイクル・廃棄

生産

・３Rによる廃棄低減

・工場緑地の質向上
・地域の生態系保全
・教育・研究活動

・輸送効率化等による
CO2排出削減

・環境対応商品の拡販

・CO2排出
・使用済タイヤの処理
・大気､水域への排出

環境への影響

環境への貢献

・お客様の自動車か
らのCO2排出

開発

￥

・新技術・環境対応商
品の開発

(低燃費ﾀｲﾔ、ﾊｰﾌｳｴｲﾄﾀｲ
ﾔ、ﾗﾝﾌﾗｯﾄﾃｸﾉﾛｼﾞｰ採用
ﾀｲﾔ、100%ｻｽﾃﾅﾌﾞﾙﾏﾃﾘ
ｱﾙ化等)

・CO2排出

・CO2排出
・生息地の減少リスク
・非再生資源の枯渇
・大気､水域への排出

・天然ゴムの生産性向上支援に
よる生物多様性の保全

・再生可能資源の拡充・多様化
・調達先への環境配慮要請

サプライチェーン・ライフサイクル全体で環境活動を推進
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社会貢献領域での活動

１－９．環境長期目標に向けた取り組み

3つの方向性で
様々な環境活動を展開
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「生活者/地域」「大学」「企業」の3者を結び
より効果的かつ実生活に根ざした
「地球環境問題への貢献」を目指す

社会

吸い上げ

活動
設計

研究

評価

実行

情報発信

テーマ改善

ブリヂストンの委託で、早稲田大学内に設置した研究基金

Ｗ-ＢＲＩＤＧＥ

新しい活動モデル開発と
社会との環境コミュニケーション

（コンセプト）

Waseda-Bridgestone Initiative for Development of Global Environment

4つの研究領域

●企業や生活者がともに自然と共生していく
方法を考える

●資源を大切に使い循環させる仕組みを、
生活者とともに考える

●2050年の視点からCO2を減らす方法を、
生活者とともに考える

●環境保全の知見や手法を世界にひろげ、
次世代とともに学ぶ方法を考える

１－１０．「産」、「学」、「生活者」連携の新しい環境貢献活動

連携により得られる成果を環境経営に活用していく
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２ー１．Ｗ-ＢＲＩＤＧＥの目的

「持続可能な」社会の実現への貢献

発信
手法やﾉｳﾊｳの
環境活動へ活用

NGO/NPO
民間団体

研究・活動

研究
ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

成果の活用

支援

民で役立つ
部分

産で役立つ
部分

成果

成果の活用情報発信

産業界

環境活動のレベルアップ環境活動のレベルアップ

本業での
実践

ﾓﾃﾞﾙの手本に活動

環境活動の
ﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ・拡充

成果の
社会普及

「民間団体」 「大学」 「企業」 の3者を結び、より効果的かつ
実生活に根ざした「地球環境問題への貢献」を目指す

<W-BRIDGEのありたい姿>
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【W-BRIDGEの基本コンセプト】
■ 産・学・生活者の架け橋になる
■ 地域に根差した実践的な地球環境問題への

貢献を目指す
■ 優れた活動モデルを社会に普及させる

●企業や生活者がともに自然と共生していく方法を考える

●資源を大切に使い循環させる仕組みを、生活者とともに考える

●2050年の視点からCO2を減らす方法を、生活者とともに考える

●環境保全の知見や手法を世界にひろげ、次世代とともに
学ぶ方法を考える

２－２．Ｗ-ＢＲＩＤＧＥの研究領域

【ﾌﾞﾘﾁﾞｽﾄﾝの長期的な環境活動の方向性】

第4期以降の研究領域

・地球環境保全についての長期的視点を持ちながら、
地域の課題に生活者とともに取り組む研究・活動を期待

・ブリヂストンの環境活動との連携、補完による相乗効果を期待 16/21

２ー３．第４期採択案件（15件）

研究・活動代表者 団体名 研究課題

早稲田大学大学院 環境・エネル
ギー研究科教授 黒澤正一

NPO法人 栄村ネットワーク
木島平村 （農村文明塾）

企業CSRを通じた「農山村-都市」連携

早稲田大学 人間科学学術院 教授
森川 靖

(財)国際緑化推進センター
インドネシア国立ランブン・マンクラット大学

インドネシア南カリマンタン州の大森林公園における生物
多様性修復

早稲田大学 平山郁夫記念ボラン
ティアセンター 助教 秋吉 恵

WAVOC 「農と食と緑の学校inおけら牧場･
ラーバンの森」

若者の持続的な食意識の向上を促す農林業体験ツアー
構築に向けた研究

茨城大学 地球変動適応科学研究
機関 (ICAS) 准教授 田村 誠

城里町商工会女性部
筑西市商工会ｴｺの木プロジェクト部会

地域連携で生み出すいばらきエコ･ネットワークSTEP3 
－生活者が生み育てる グッドプラクティスの発信 －

九州大学大学院 工学研究院環境都
市部門 教授 島谷幸宏

佐渡島加茂湖水系再生研究所
新潟県佐渡市 トキ舞う加茂湖の水辺再生プロジェクト
phase2

大阪市立大学大学院 創造都市研
究科 准教授 永田潤子

NPO法人中部リサイクル運動市民の会 女性生活者による3R活動による地域貢献について

早稲田大学 環境総合研究センター
准教授 小野田弘士

生活協同組合コープおおいた
(社)日本自動車リサイクル部品協議会

利用者視点から見た2R（Reduce・Reuse）の 普及促進に
関する実証研究 ～地域共創型の社会システムの実現を
目指して～

東京工業大学大学院
社会理工学研究科・価値システム専
攻 教授 桑子敏雄

NPO法人 国頭ツーリズム協会
やんばる国頭の森の水路再生・棚田ビオトープ整備によ
る地域活性化プロジェクト

岩手大学 農学部
助教 伊藤幸男

NPO法人 バイオマス産業社会ネットワーク
東北復興を契機に日本を持続可能な社会へ～バイオマ
ス資源の適正利用を中心に～

早稲田大学大学院 環境・エネル
ギー研究科 准教授 納富 信

新宿区エコ事業者連絡会 学生と地域がともに取り組む環境ビジネスの創出

早稲田大学 平山郁夫記念ボラン
ティアセンター 助教 加藤基樹

WAVOC まつだい早稲田じょんのび交流プ
ロジェクト

学生ボランティアと地域活性化による環境保全の連携に
関する研究

早稲田大学大学院 アジア太平洋研
究センター 名誉教授 原 剛

日本環境ジャーナリストの会
大震災・原発事故VS科学・宗教－社会規範再形成への
実証研究

早稲田大学 平山郁夫記念ボラン
ティアセンター 助教 岩井雪乃

WAVOC 「海外ボランティアリーダー養成プ
ロジェクト（ボルネオ）」

日本とマレーシアの国際交流による環境意識の育成

徳島大学 埋蔵文化財調査室
助教 遠部 慎

豊島 島づくり委員会
豊島発 歴史、文化と環境学習融合プログラムの開発 ～
自然ゆたかな豊島を楽しみながら学ぶ人類の営みと生
活史 ～
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「荒廃地の緑化によるCO2吸収とバイオディーゼル原料生産の実証的研究」

研究代表者：早稲田大学人間科学学術院 森川靖教授

活動団体：（財）国際緑化推進センター）

管理すれば成熟林へ

時間

バ
イ

オ
マ

ス

管理なしの植林では放置され、
焼失を繰り返すのみ…

地域住民による森林管理が必要

＜混植方式＞

混植

試験林の造成

地
域

住
民

の
生

計
向

上

木材
利用

燃材・飼料
利用

種子
販売

油糧
植物

多目的
樹木

長伐期
樹木

化石燃料
代替

CO2

吸収

地
球

温
暖

化
の

緩
和

に
寄

与

インドネシア ロンボク島で実施

２ー４．Ｗ-ＢＲＩＤＧＥの研究・活動事例

<成果の活用・社会普及の状況>

・荒廃地緑化モデル(W-BRIDGEモデル)を論文にし、現地政府へ提案
・ブリヂストンのインドネシアゴム農園周辺の生物多様性修復へも適用中
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「新潟県佐渡市トキ舞う加茂湖の水辺再生プロジェクト」

研究代表者：東京工業大学大学院 社会理工学研究科価値システム専攻 桑子敏雄教授

活動団体：佐渡島加茂湖水系再生研究所（カモケン）

２ー４．Ｗ-ＢＲＩＤＧＥの研究・活動事例

多くの関係者を巻き込み、話し合いながら進めることで汚れた水辺の環境再生を実現

<成果の活用・社会普及の状況>

・日本感性工学会で学会賞を受賞、海外研究者にも高評価を得ている。
・小冊子、Webサイト、地方紙への記事掲載等による情報発信実施中
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“Eco-certified Natural Rubber from Sustainable Agroforests in Sumatra, Indonesia”

研究代表者：World Agroforestry Centre（ICRAF、国際機関) Dennis P. Garrity, PhD Director General

活動団体：Komunitas Konservasi Indonesia - WARSI 

２ー４．Ｗ-ＢＲＩＤＧＥの研究・活動事例

<成果の活用・社会普及の状況>

ブリヂストンとの小規模農家に対してゴムの木の栽培指導に関する共同プロジェクトに発展

Land use change in Bungo District, Jambi (1973-2005)Land cover map of Bungo District, Jambi (2005 data)

比較的生物多様性が豊かな混植栽培で栽培される天然ゴム（ジャングルラバー）
の経済性に関する調査を実施
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３．W-BRIDGEの情報発信活動の状況

情報の密度、専門性 高

一般層

NPO・NGO

有識者
活
動
報
告
書

リ
ー
フ
レ
ッ
ト

活
動
小
冊
子

Ｗ
Ｅ
Ｂ

学
会
発
表

イ
ベ
ン
ト

公
開
講
座

対

象

目的：社会で役立つ成果の普及
W-BRIDGEの認知拡大

テ
ー
マ
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

一般層、ﾒﾃﾞｨｱ等への
認知拡大

成果の普及と
専門層への発信
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詳しくはWebサイトをご覧ください
http://www.w-bridge.jp/

ご清聴ありがとうございました。

皆さまもW-BRIDGEの枠組みにご参加ください。
(研究・活動募集期間：例年4月下旬～5月末まで)


